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全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

県

予

選

最

終

日

ラ
グ
ビ
ー
の
第
９９
回
全
国

高
校
大
会
県
予
選
最
”賛

ほ

１０
日
、
県
総
合
運
動
公
園
ラ

グ
ビ
ー
場
で
決
勝
を
行

っ

た
。
高
鍋
が
８０
１
０
で
延
岡

星
雲
を
破
り
、
９
年
連
続
３２

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

高
鍋
は
序
盤
か
畳

土
導
権

を
握
り
、
前
半
７
分
の
Ｆ
Ｂ

細
元
亮
の
先
制
ト
ラ
イ
を
皮

切
り
に
計
７
ト
ラ
イ
。
４７
１

０
で
折
り
返
し
、
後
半
も
攻

守
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
な

▽
決
勝
高
鍋
８０爾
一０
璽
藝
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高

鍋
７
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０
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０
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８０

か
っ
た
。
３
年
ぶ
り
に
決
勝

に
進
出
し
た
延
岡
星
雲
は
持

ち
味
の
堅
い
防
御
を
崩
さ

れ
、
終
始
自
障
で
の
プ
レ
ー

を
強
い
ら
れ
た
。

高
鍋
は
１２
月
２７
日
に
大
阪

鰊

縄
仄

織
奨

太
奎

斗

恣
嵩
太
伊
太

麗
綴
響
雄
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府
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
で
開
幕
す
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
。
組
み
合
わ
せ
拍

選
会
は
同
７
日
に
行
わ
れ

る
。
　

　

　

（烏
原
章
弘
）

【評
】持
ち
前
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
高
鍋
が
圧
倒

し
た
。
Ｓ
Ｈ
白
栄
が
巧
み
に

リ
ー
ド
し
、
堅
守
か
主

馴
半

７
分
に
Ｆ
Ｂ
細
元
が
先
制
ト

ラ
イ
。
２
分
後
に
自
陣
か
ら

一
気
に
攻
め
立
て
Ｈ
Ｏ
吉
松

が
加
点
す
る
と
、
さ
ら
に
攻

撃
の
テ
ン
ポ
が
上
が
っ
た
。

左
右
へ
の
素
早
い
展
開
に
加

え
、
縦
の
ス
ペ
ー
ス
も
逃
さ

ず
前
後
半
計
１２
ト
ラ
イ
。
組

織
的
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
崩

れ
ず
得
点
を
許
さ
な
か
っ
た
。

延
岡
星
雲
は
開
始
早
々
に

好
機
を
つ
く
っ
た
も
の
の
、

ミ
ス
か
ら
先
制
機
を
逃
し
、

以
降
は
攻
守
に
翻
弄

（ほ
ん

ろ
う
）
さ
れ
た
。

高
鍋

。
Ｓ
Ｏ
猪
上
自
倫

（決
勝
を
振
り
返
り
）

「臨

機
応
変
に
ゲ
ー
ム
メ
ー
ク
は

で
き
た
と
思
う
。
大
外
ま
で

使
っ
た
展
開
ラ
グ
ビ
ー
が
で

き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
練

習
し
、
花
国
に
臨
む
」

高
鍋

。
Ｃ
丁
Ｂ
黒
木
魁

（優
勝
に
）

「後
半
に
ト
ラ

イ
を
取
れ
、
貢
献
で
き
て
う

れ
し
い
。
試
合
全
体
で
は

（白
栄
）
一綱
】が
突
破
力
が

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
心
掛

星ＡＵＡＸ
〉

）
蒸

〓

害

霧

（轟

）

河
野
大
夢
（滲
浅
）
熙
木
拓
弥
（奮

む

量

葵
郎
（丼
↓

曇

慶

（松
本
）
一月
悠
京
（橋
本
）
高
‘‥‘場

志
朗
（猪
上
）
若
松
勇
吹
（松
尾
）

【延
】
Ｔ由
晏
〈郎
（墨

本

慮
墾
落
啜

掲
げ
る

「
高
速
展
開
ラ
グ
ビ

ー
」
の
集
大
成
へ
、
ま
た

一
歩
近

づ
い
た
。
高
鍋
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン

が
忠
実
に
役
割
を
こ
な
し
、
思
い

通
り
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
支
配
し

た
。
櫓
室
秀
幸
監
督
は

「相
手
に

攻
撃
ら
し
い
攻
撃
を
さ
せ
な
か
っ

た
。
ア
タ
ッ
ク
も
い
い
」
。
１２
ト

ラ
イ
、
無
失
点
で
手
に
し
た
、
９

年
連
続
花
園
切
符
に
及
第
点
を
与

え
た
。
こ
こ
２
年
続
け
て
全
国
は
初
戦

敗
退
。
檜
室
監
督
は
、
要
所
で
の

力
の
差
を

「状
況
判
断
」
と
感
じ

「１５
人
そ
れ
ぞ
れ
が
先
を
見
て
、

ア
タ
ッ
ク
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
入

る
こ
と
を
、
じ
っ
く
り
た
た
き
込

ん
で
き
た
」
と
い
う
。

練
習
や
遠
征
で
地
道
に
磨
い
て

き
た
、
そ
の

「考
え
る
力
一
が
、

持
ち
前
の

「速
さ
」
を
大
き
く
成

長
さ
せ
た
。
こ
の
日
の
決
勝
。
立

ち
上
が
り
、
延
岡
星
雲
が
自
盤
の

Ｆ
Ｗ
で
圧
力
を
か
け
て
き
た
。
そ

ん
な
状
況
に
Ｓ
Ｈ
白
栄
拓
也
は

「予
想
通
り
。
自
分
の
動
き
を
見

て
い
る
と
分
か
っ
た
の
で
、
自
分

を
出
し
つ
つ
も
、
回
り
を
生
か
そ

う
と
思
っ
た
」
。
冷
静
に
ゲ
ー
ム

を
組
み
立
て
直
し
、
相
手
の
気
迫

を
空
回
り
さ
せ
た
。

司
令
塔
の
動
き
に
仲
間
も
同

調
。
そ
れ
ぞ
れ
が
的
確
な
口酵

】力

を
見
せ
、左
右
、縦
へ
１５
人

一
体
と

な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
豊
か
に
ボ
ー
ル

を
動
か
し
、ト
ラ
イ
を
量
産
し
た
。

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
崩
れ
ず
。
素

早
い
ラ
イ
ン
整
備
と
効
果
的
な
タ

ッ
ク
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
モ
ー

ル
に
は

「
練
習
で
対
策
し
て
き

た
。
低
く
入
り
進
ま
せ
な
か

っ

た
」
と
ナ
ン
バ
１
８
齊
藤
瑠
海

奈
。
ハ
イ
バ
ン
ト
で
の
局
面
打
開

を
狙
っ
て
き
た
場
面
で
は
、
重
圧

を
か
け
て

ク
ミ
ス
キ
ッ
ク
″
も
誘

発
し

「１
０
０
点
に
近
い
」

（檜

室
監
督
）
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

か
ら
、　
一
気
に
ス
ペ
ー
ス
を
突
い

た
。１５
人
全
員
が
足
を
止
め
る
こ
と

な
く
効
率
良
く
６０
分
間
動
き
続

け
、
県
新
人
、
県

棄^

げに
続
く
無

失
点
で
、
秋
を
締
め
く
く
っ
た
。

細
元
亮
主
将
は
自
信
を
深
め
た
様

子
で

「い
い
戦
い
は
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
も
っ
と
花
園
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
練
習
に
取
り
組
み
た
い
。

ベ
ス
ト
８
以
上
を
狙
う
」
と
き
っ

ば
り
。
花
園
ま
で
に

「高
速
」
を

完
成
さ
せ
、
今
年
こ
そ
伝
統
の
自

と
緑
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
と
ど
ろ
か

せ
る
覚
悟
で
い
る
。
鴛
墨
畢わ

巧 みなボール さば き と状況判 断で優勝 に
(男6良卓自S撮影 )

「 雲
を
１
０

ライ
・
Ｐ
９
白
■
ロ
ユ
ヨ開展束

叫

ヽ
■
■
い
高

【決
勝

・
高
鍋
―
延
岡
星
雲
】
前
半
９
分
、
自
陣
か
ら
バ
ス
を
つ
な
ぎ

一
気
に
ト
ラ
イ
を

決
め
る
高
鍋
の
奮
松

（中
央
）

（那
良
卓
郎
撮
影
）

け
た
。
持
ち
味
の
低
い
タ
ッ

ク
ル
を
磨
い
て
い
き
た
い
」

高
鍋

ｏ
Ｆ
Ｌ
橋
本
尚
宣

（相
手
Ｆ
Ｗ
に
勝
ち
）
「体
は

小
さ
い
分
、
と
に
か
く
動
い

て
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
し
た
。
練

習
し
て
き
た
ダ
ブ
ル
タ
ッ
ク

ル
は
ま
ず
ま
ず
う
ま
く
で
き

た
。
あ
と
１
カ
月
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

高
鍋

・
Ｆ
Ｌ
松
本
剛
大

（２
年
生
、
優
勝
に
貢
献
）

「
入
り
が
ま
ず
か

っ
た
け

ど
、
３
年
生
が
流
れ
を
引
き

戻
し
て
く
れ
、
以
降
は
自
分

の
持
ち
味
の
当
た
り
の
強
さ

を
出
す
こ
と
だ
け
を
考
え

た
。
花
国
で
は
後
悔
の
な
い

プ
レ
ー
で
先
輩
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
」

【
決
勝
‘高
鍋
　
延
岡
塁
雲
】後
半
、密
集
戦
で
懸
命
に
ボ
ー
ル
を

キ
ー
プ
す
る
延
岡
星
雲
Ｆ
Ｗ
陣

（那
良
卓
郎
撮
影
）

星
雲

圧
力
か
け
切
れ
ず

○
…

「Ｆ
Ｗ
勝
負
」
と
意

気
込
ん
だ
延
岡
星
雲
。
た

だ
、
高
鍋
の
ア
タ
ッ
ク
、
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
は

「何
枚
も
上

手
だ
っ
た
」
と
Ｈ
Ｏ
佐
藤
駿

主
将
。
な
す
す
べ
な
く
６０
分

が
過
ぎ
、
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン

は
涙
を
流
し
た
。

立
ち
上
が
り
は
攻
め
た
。

相
手
ミ
ス
を
突
き
、
得
意
の

密
集
戦
。
Ｆ
Ｗ

一
体
と
な
り

イ
ン
ゴ
ー
ル
ま
で
追
っ
た
も

の
の
、
あ
と

一
歩
及
ば
ず
は

ね
返
さ
れ
た
。

「
一
瞬
、
気

落
ち
し
た
」
と
こ
ろ
で

一
気

に
主
導
権
を
奪
わ
れ
、
準
決

勝
ま
で
は
機
能
し
た
圧
力
を

か
け
切
れ
ず
。
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
穴
を
次
々
と
突
か
れ
、

ハ
イ
バ
ン
ト
か
ら
の
反
撃
も

こ
と
ご
と
く
不
調
に
終
わ

っ

た
。Ｏ
１
８０
と
、
予
想
以
上
の

完
敗
。
だ
が
、
最
後
ま
で
下

を
向
く
こ
と
な
く
、
持
ち
味

の
Ｆ
Ｗ
に
は
こ
だ
わ
り
続
け

る
意
地
は
見
せ
た
。
佐
藤
主

将
は

「自
分
た
ち
が
や
っ
て

き
た
こ
と
は
出
し
切
れ
た
と

思
う
」
。そ
う
話
し
、高
校
ラ

グ
ビ
ー
に
別
れ
を
告
げ
た
。
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１
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？
入〈蓮
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２
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場
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▽
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梨
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川
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統
４９
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目
の
出
場
）
▽
岐
阜

関
商
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・
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１
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岐
卑
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工
は
２
大
会
連

繋

晉

の
出
場
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▽
婆
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喬

Ａ
滋
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（光
泉
は
３
人
会
ぶ
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唇
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出
場
）
▽
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分

大
分
一墨
甲
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１
１４
大
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舞
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分
東
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初
出
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▽
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１
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児
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会
ぶ
り

１３
薔
目の
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）


